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開会のご挨拶

hascross 代表 佐々木博子

本日はマイケル・ノートン先生をお迎え
してオンライン談話会を開催いたします。
皆々様、ご参加ありがとうございます。ハ
スクロス代表、事務局の佐々木でござい
ます。
ハスクロスは横浜市に開店している小

さいサイエンスカフェでございます。普段
は健康科学についての談話会やお客様
の健康調査、ランチやお菓子作り、さら
に畑仕事まで、日常はすべてを松村と私
で行っておりますが、新型コロナの流行

もあって昨年よりオンラインでの談話会
を試みてまいりました。今回はその3回目
にあたります。
ノートン先生のご厚意をいただきまし

て、このような談話会を開くことができる
ことになりました。 晩い時間になりまし
たが、皆様どうかリラックスしていただい
て、討論を楽しんでいただきたいと思い
ます。最初に松村の方から今回の談話
会の目的ならびにノートン先生の紹介を
させていただきます。

この談話会の目的ならびにマイケル・ノートン教授紹介

hascross 副代表 松村外志張

hascrossの健康と科学を話題にした談
話会は今回で14回目です。身の回りでさ
まざまに学説が行き交っている話題を選
んで、市民の皆様がご自分で判断するた
めの参考情報を科学的な視点から提供
してきました。
近年、世界各地で巨大台風、旱魃、山

火事などが頻繁に起きています。科学の
世界では、それが人間の生活が原因と
なった地球の温暖化によるとの仮説が有
力です。しかし他の考え方もあり、対策も
国ごとに様々です。
国際的には各国の代表が参加する国

際会議で対策をまとめ、自国に持ち帰っ
てそれらを遵守する方向で対応していま
すが成果は芳しくありません。
市民に対しては、たとえば牛肉はやめ

て鶏肉にするとか、ポリ袋はやめて買い
物袋にするとかいった取組が奨められて
いますが、そうすることが温暖化の防止
にどの程度役に立つのか、その取組で
問題を解決できる見通しがあるのか、必
ずしも十分な情報が与えられているとは
いえません。
そもそも科学者達はなにを研究し、ど

んな研究成果や考え方を出しているの
か、またどのように政策に貢献している
のか、あるいはしていないのか。市民の1
人としてそれが知りたい。自分が効果的
にできることをしたい。私自身そんな気持
ちでおりました。
そんな時、たまたま個人的に長年の知

合いであるマイクさん(以下ノートン先生)
が、地球環境の変化について広く調査・
研究し、政策への提言をする立場におら
れることを知りました。
先生の来日の機会に、素人である私

自身の為に、また皆様市民各位のため
に、急遽談話会を計画してお願いしたの
です。
先生は快諾してくださり、この談話会

が実現しました。また談話会に参加くださ
った各位からの討論もとても貴重なもの
でした。
そこで談話会のビデオ記録を編集し、

不足を補って報告書を作成しました。こ
れはノートン先生と討論に参加下さった
皆様、ならびに私どもhascrossからの市
民皆様への心からのプレゼントです。
皆様のご参考となれば幸です。
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マイケル・ノートン教授の紹介

ご経歴
Michael G. Norton先生はブリストル大

学で化学の理学士・博士を取得され、19

70-74年インペリアル・ケミカル社で化学

研究に従事後、英国政府の科学サービ

ス事業、特に海洋環境汚染の研究に8年

間従事されました。

1982年より4年間在米英国大使館科

学アタッシェ。1986年英国貿易産業省に

入省、1989年英国議会に科学技術局を

設立し助言サービスを提供されました。
1998-2004年在日英国大使館科学技

術参事官として生命科学工学分野の交

流に貢献され、引続き東京工業大学教

授として、イノベーションと持続可能開発

分野を担当（2004-6年）されました。

2006年より信州大学教授、2012年東

北大学教授、2015年ふたたび東京工業

大学に戻り2018年まで同大学環境社会

学理工学院非常勤特任教授としてわが

国におけるこの分野の研究・教育に貢献

してこられました。

現在のご活動
この間2015年より欧州アカデミー科学

諮問委員会（EASAC）の環境プログラム

ディレクターとして、プラスチックから気候

変動に至るまで、さまざまな調査や分析

活動をしてこられました。

この間に一度、ｈａｓｃｒｏｓｓでの談話会

で温暖化を含む地球環境の変化につい

て概略のお話をしていただいたことがあ

ります。

今年になってノートン先生から、地球

温暖化と生物多様性に関する講演録画

のURLを連絡いただきました。
Michael Norton ， 'Bioenergy with carbon

capture (BECCS)- a case of wishful
thinking?' in 'Policy opportunities for reducing
climate change and its impact on planetary
and human health'． Seminar at the Royal
Swedish Academy of Sciences in connection

to EASAC Bureau and Council meetings,
with presentations by EASAC’s Programme

Directors. 2022-11-30. The Royal Swedish
Academy of Sciences.

https://www.kva.se/evenemang/policy-oppor
tunities-for-reducing-climate-change-and

-its-impact-on-planetary-and-human-health/

その講演から、EASACが単にEUへの

諮問機関としてのみならず、国連の地球

環境関係機関にも影響を与えるなど、国
際的な活動をしていること。またその代

表的な報告書が日本語にも翻訳される

など、世界的に影響力のある諮問機関

であって、ノートン先生はその中核におら

れることを知りました。

Michael NortonやEASAC をキーワー

ドとして、多数の業績を検索できます。そ

のなかでEASACがCOP26とCOP15という

国際的な政策決定に関わる2つの国際

会議へ向けて発信した勧告書「Key Mes

sages from European Science Academi

es for ＮＦＣＣＣ COP26 and CBD CO

P15｣や、この勧告書の発信の基礎となっ

たと思われるノートン先生の論文の一つ
Norton M et al. Serious mistatches continue

between science and policy in forest bioenergy.

Bioenergy. 11 (2019) 1256-1263 もインター

ネット上で検索できます。

ノートン先生は日本語が堪能で、今回

のスライドもご自分で作られました。

先生の趣味は探鳥（バードウォッチン

ク゛）で、離島を含めて広くわが国を旅行

してこられました。

小生とノートン先生の出会いは先生が

英国大使館に在任されていたころからで
すが、以来長年にわたって交流をいただ

いて参りました。最近は先生が来日する

ごとにhascrossのお店にも来ていただ

き、また私どもの千葉の菜園でともに農

作業を楽しんでおります。
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第1節 地球環境と生物多様性危機に対して解決の道を探る

１－１ 講演 マイケル ノートン教授
EASACでの活動を中心に

松村さんが言われたように、私は政策

立案者に対して重要な科学的問題の意

味を説明する環境プログラムを指揮して

います。プラスチックや殺虫剤に関する

課題も取り上げてきましたが、多くの場

合気候変動に関連した課題を取り上げ

てきました。

昨年、「気候変動」と「生物多様性の損

失」という 2 つの危機について それぞ

れ大きな会議（コンベンション）が開催さ

れました。

私たちは 2 つの問題に関する論文を

作成し、気候条約と生物多様性条約の

2つの重要な会議にそれぞれ提出しまし

た。 これらはCOPと呼ばれ、世界の大

多数の国が集まる締約国会議の略で

す。

両方の会議は長い間運営されてきま

したが、別々に運営されています。これ

がどのように悪い結果につながっている

かを指摘しました。 なかには負け負け

の結果と呼ばれるものもありました。

私たちは、政策を策定する際に、気候

変動と生物多様性の両方について同時

に考えるよう、会議の代表者に進言しま

した。

ホスト注：2つの会議とは国連気候変動枠組条約第27回締約国会議ＣＯＰ27、と
生物多様性条約第15回締約国会議第2部COP15です。この2つの会議に対して

出されたEASACからの論文はノートン先生紹介記事に引用しました。またCOP27

の国連のニュース記事がEASACの視点が取入れられたことを記録しています。

スライド １－１－１ 気候変動と生物多様性 二つの危機
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スライド １－１－２ １番目の危機－気候変動

二つの危機の一つは気候変動です。

二酸化炭素やその他の温室効果ガ

スの増加によって大気中の温暖化が加

速しています。

右下のは二酸化炭素の大気の濃度

が増加していることを示しています。 25

回の会議にもかかわらず、地球規模の

排出量は減少しておらず、大気中のCO2

濃度は加速しており、大気は多くのモデ

ルが予測したよりも速く加熱しています。

スライドの青色の領域は、温暖化を 2

°以内に抑えるために削減するべき道
です。毎年、この目標からさらに遠ざかっ

ていることがわかります。

2015年以来毎年の放出量はあまり変

わりません。
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スライド １－１－３ 世界の温度は順調に変化しない

スライドの青色の領域は、温暖化を

2℃以内に抑えるために削減するべき

道です。

毎年、この目標からさらに遠ざかって

いることがわかります。

地球の長い歴史を見れば、気温は滑

らかに変化していないことがわかります。

極端に暑くなったり寒くなったりした時

期があり、文明が発達した過去数万年間

のような安定な温度ではありませんでし

た。

懸念されるのは、現在、人間が生き残

れない高温の地球への変化を引き起こ

しているのではないかということです。
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スライド １－１－４ 変化しすぎると

その脅威は2018年の論文で説明され

ました。
(Steffen W et al. Proc.Natl.Acad.S

ci. (2018)115:8252-8259）。

私たちがしなければならないことは、ま

だ人間の生活を支えられるように環境を

保護することです。

すなわち、この２度以内の安定なとこ

ろを作ることです。

（図中 Stabilized Ｅａｒｔｈと書いてある

ところです）
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スライド １－１－５ Tipping Points （転換点）

温室地球（Hothouse Earth)への転換
点はたくさんあります。

これらは気候変動を加速させる変化で
あり、元に戻すことはできません。

中にはすでに転換点を通り過ぎてし

まっていて、100 年前の状態に戻らない

ものもあります。

例えば、グリーンランドの氷河と山の

氷河の融解などです。

南極氷河とアマゾンも転換中です。

また、壊滅的な結果をもたらすものも

あります。

そのため、温暖化に寄与するガスの排

出量を大幅に削減できないということは

深刻な懸念です。
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スライド １－１－６ ２番目の危機－生物多様性

同様の懸念は生物多様性に関するも

ので、世界の一部の地域では種の大幅

な損失が見られます。

これら 2 つの危機は関連しており、2

つの危機について一緒に考え始める時

が来ました。
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スライド １－１－７ 二つの危機の交流・関係

これら 二つの危機は関連しており、二

つの危機について一緒に考え始める時

が来ました。

この図は、生物多様性と気候が相互

作用するさまざまな経路を示していま

す。たとえば健全な海や森林は大量の

CO2 を吸収します。

英語で書かれていますがあとで参考と

してください （WWF (World Wide Fund),

2019 Climate, Nature and Our 1.5℃ F

uture)。
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スライド １－１－８ 共通点 Common drivers/risks

それに気候変動と生物多様性との両

方に同時的に作用する場合があります。

たとえば熱帯雨林の農地に置き換える

と、生物多様性が減少すると同時に貯蔵

された炭素が放出されています。

気温の上昇は農業の生産性を低下さ

せるだけでなく、種を減少させ、場合によ

って絶滅に至らせます。

海洋の温暖化と酸性化は大気から二

酸化炭素を除去する能力を低下させ、生

物生態系を劣化させます。

２０１９年、皆様覚えているかもしれな

い。オーストラリアの火災は生物多様性

と気候変動に相乗的に負の作用を示し

ました。

ここに示した例は、気候変動の側から

も生物多様性の側からも、同時的に悪い

影響があった例です。
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スライド １－１－９ 気候危機と生物多様性危機の同時発生例

ここに示した例は、気候変動の側から

も生物多様性の側からも、同時的に悪い

影響があった例です。

気候変動の条約のもとにいろいろな工

夫がなされてきました。その 1 つは、カ

ーボン オフセット市場を作ることでした。

気候変動の解決案といわれました。これ

は、企業などの多くの組織は CO2 を除

去する必要があれば、自分の活動を下

げるよりも、木を植えるためにお金を払う

ことです。

しかし残念ながら、オフセットの効果は

余りよくない。残念ながらこれが機能する

ことは滅多になく、実際には本物の詐欺

であった事例もいくつかありました。

また国政選挙のあと、悪い結果となっ

たこともありました。たとえばアマゾンで

は、ブラジルでボルソナーロ氏が大統領

に選出された時代に森林が大幅に失わ

れ、火災によって大量の二酸化炭素が

放出されました。その結果、 さらに森林

のCO2 吸収力も弱くなり、アマゾンはも

はや大気からCO2を除去するどころか、

その代わりにCO2を排出する存在になっ

てしまったのです。

ホスト注： オフセット（Offset）とは

オフセットというのは「埋め合わせ」という意味です。 森林を伐採して燃料にし

たら、その跡地に植林する、といった埋め合わせで二酸化炭素の増加を防ごう

という政策です。



- 12 -

Hascross 第 14 回ｾﾐﾅｰ 20230222 ｵﾝﾗｲﾝ 談話会文書記録
第１節 地球環境と生物多様性の危機に対して解決の道を探る

スライド １－１－１０ エネルギー源としてのバイオマスの建前と現実

しかし、実際には伐採後植林はしたが

その後放置されて緑地どころかますます

荒廃が進むといった例が続出していま

す。

他の例は、化石燃料を使わず、地上で

循環している炭素資源である木材を燃料

とすれば環境に優しいに違いないという

建前論です。

しかし石炭の代わりに木を燃やして発

電することも、もう1つの失敗でした。

それは森林の伐採が気候変動を悪化
させ、伐採された森林の生物多様性を破

壊したからです。

ですからこの問題は気候の問題と生

物多様性の問題を個別に検討してきたこ

との失敗の1つです。
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スライド １－１－１１ ＵＮＦＣＣＣC と CBD

そこで、（ＥＡＳＡＣが）これら2つの条約

がよりうまく連携できるかどうかをそれぞ

れの条約本部に問いました。

スライドにあるような去年の 2つの会

議でこの問題が認識され、調整のために

いくつかの措置が取られました。

ですから現在はこの2つの問題を合わ

せて検討しています。

ホストより： ＵＮＦＣＣＣ,CBDの説明は以下 p16,スライド１－２－２を参照ください
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スライド １－１－１２ 生態系の回復に向けて

2つの条約の重要な共通テーマのなか

の1つは、生態系の回復ということです。

これは生物多様性と気候の両方に役

立ちます。

これは残されている自然生態系を保護

して、すでに破壊されていた生態系の回

復を開始することです。

そのためには国際的な多くの投資が

必要です.

最近の生物多様性条約の下にこのお

金の源泉が詳しく検討されました。

ホスト注

国連環境計画

United Nations Environment Programme (UNEP)
1972 国連総会決議に基づき設立された国連の国際協力機関。気候変動，災害・紛争，生

態系管理，環境ガバナンス，化学物質・廃棄物，資源効率性，環境レビューを中心に、政策、

途上国の支援を含む国際協力を行っている。年間約 7000万ドルの国連予算で推進。

国連生態系回復の10年(2021-2030)
United Nations Decade of Ecosystem Restoration.

2019年国連総会の決議。 この決議に基ずき、生態系の劣化予防、食止め、反転への努

力を支援し、 拡大させること、及び生態系回復の重要性の認識を高めることを目的してＦＡ
Ｏ国連食糧農業機関とUNEPの連携で事務局をおき、行動計画の作成や資金獲得、各国間

の情報流通ならびにCBDなど国際条約機構への働きを進めている。
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スライド １－１－１３ 共通の解決策 － トランスフォーマティブ チェンジ

しかし、それだけでは問題を解決でき

ません。 トランスフォーマティブチェンジ

（注参照）がなければ、いまの方針では

十分な進歩を遂げることはできません。

人々や企業の行動を駆り立てる目的と

利益を変えなければなりません。

いままでのアプローチはインクルメンタ

リーチェンジ(部分的に積み上げる変更）

です。それではあまり効果がない。それ

でトランスフォーマティブチェンジが必要

だというのです。

人口と消費のさらなる増加を緩和し

て、資源とエネルギーの需要を減らし、

安定な持続可能なライフスタイルを目指

すためです。

最近、日本人の作家、Saito Koheiさん

はそういうテーマについて人気のある著

作を出したそうです。（なおここで取り上

げたＥＡＳＡＣの提案は日本語翻訳がで

ています）

以上短かく説明しました。後は質疑に

参加します。松村さんに戻します。

ホスト注

① Saito Kohei さんの本は斉藤幸平（2020）人新世の「資本論」集英社新書。

英語版も出版されています。

② 日本語に翻訳されている報告書は｢EASAC 持続可能な未来に向けて:変革

的変化とポストCOVID-19の優先順位｣（EASAC 2020 Toward a sustainable

future: transformative change and post-COVID-19 priorities)）.

http://susdi.org/doc/mvc/easac2010covid.docx) です。

③ トランスフォーマティブという言葉は、「転換を引き起こさせるような力のある」

という意味の形容詞です。なのでトランスフォーマティブチェンジは転換を引

き起こす引き金になるような変更という意味でしょう。調べた範囲では言い出

しっぺはSandra Dias ほか (Science366(2019)1327)のようです。
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１－２ ノートン教授の講演への市民視点での補足
ホストより

スライド １－２－１ 市民視点での要約と考察

スライド １－２－２ 現行の枠組み
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スライド １－２－３ 達成目標はこれでよいのか？ ＥＡＳＡＣでの検討

スライド １－２－４ 現体制に対するＥＡＳＡＣの分析
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スライド １－２－５ 求められているトランスフォーマティブ・チェンジとは
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１－３ 第１節の討論と質疑応答 討論者各位

ホスト
ありがとうございました。日本語で大

変わかりやすく説明していただいて。
わかりやすいとはいえ、最後のスラ

イドのトランスフォーマティブチェンジとい
う言葉、私には新しい言葉で、その中身
はなにを意味するのか。私なりに理解し
たところを補足で付け加えさせていただ
きました。

それでは皆さんにご質問や討論を
いただければありがたい。いかがでしょ
う。

討論者Ａさん 切迫する現実と個
人の行動の乖離をどう捉える

先生 どうもありがとうございました
私、この地球環境の話を聞いてる時

に、炭酸ガスの排出っていうのはもう20
年間ぐらい議論して、議論はするけれど
も行動には何ら繋がってなくて、炭酸ガ
スの排出は毎年増えている 。
それで今、多分世界で年間 350億トン

ぐらい排出していると思います。
世界の上位排出国20カ国ぐらいで全

体の8割以上排出しているので、その20
か国の活動が変わらなければ炭酸ガス
の排出量を減らすことは出来ないと思っ
ているのですよ。
私たち消費者は自分の生活を変えて

でも炭酸ガスの排出を減らすことを選ぶ
だろうか、というのが私がずっと考えてい
る疑問なんですね。 例えば 4人乗りの
自動車をもう諦めて2人乗りの自動車に
置き換えるとか、もしくはオートバイにす

るとか。
要するに自動車みたいに 60キロの体
重を運ぶのに1トンの車を運ぶというよう
な、全く非合理的なことをやっているの
で、これこのくらいのことを変えることが
できないで、それでいて炭酸ガスの排出
を減らすことができるだろうか、っていう
のが、私にとって疑問ですね。
そういうことを先進国の消費者は選ぶ

ことができるだろうかと思うんですね。
選べなかったらもう終わりですよね。 こ
れが私のずっと考えている議論で、もう
行動しない限り全然話にならないところ
に来てると思うんですね。 コメントとして
とりあえず出させていただきまして、あり
がとうございました。

ノートン先生
個人的な行動の意味の説明ですか？
頑張っても世界の立場から考えると

影響がないっていうこと？

討論者Ａさん 社会レベルの問題
と個人レベルの問題
企業は利益を出すのが目的です。 永
久に利益を追求しなきゃいけないってい
うのが資本主義の基本原理で、それを有
限な地球のなかでやろうとしているから
本質的に矛盾しているわけですよね。
そこを変えるのもまあ別途必要なのでし
ょうけれども、それはそれでまあ大変な
問題だ思うけれども、それはそれとして、
自動車は自動車として、個人レベルの問
題として考えたい。
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ノートン先生
みんなは成長を求めている
成長の成果を計るためにＧＤＰを使っ

ている。大問題（大災害など）があったら

GDPは増える。 ＧＤＰによれば福島の

災害は成果です。 大津波は経済的に

は成果です。 ですからＧＤＰにはいろ

いろな問題が入っている。

環境に問題があったらＧＤＰは増える。

被害を解決するためにお金が必要だか

らです。

だからＧＤＰの代わりに別の指標が使

えないか。みんなが頑張って検討してい

る。 議論は３０年以前からの続いてい

る。みんながGDPは悪いことでは一致し

ていても、みんなが賛成できるようなか

わりの指標がでてこない。

ヨーロッパでは2009年から特別の活動
があってGDPの代わりになにを指標にし

たら方がいいか検討をはじめました。で

もまだみんなが賛成できるような指標は

出てきていない。まだイギリス政府は「来

年はGDPを２％成長させたい」などと言っ

ている。台湾の政府も同じ、中国も同じで

す。

ここで、よい例としてよく引き合いに出

されてるのはブータンです。ブータンはＧ

ＤＰを使わない。ＧＤＰの代わりに幸せ、

健康、仕事、環境など６項の指標を建て

ている。ブータンはほぼ持続可能や社会

を作りました（ホスト注参照）。

日本がブータンと同じ指標を採るなら

気候変動の問題は解決できるかもしれま

せんが、どうしてもブータン方式 えら

れない理由として、この指標は政府には

わかりやす

く、市民にもわかりやすいが 業の経営

の仕方は経済的な指標（ＧＤＰ）一辺倒で

す。

だから問題解決のためにトランスフォ
ーマティブな変化が求められるにもかか

わらず、みんなはあまり変化したくない問

題でもあるのです。

討論者Ｂさん 個人レベルのアプ
ロ ーチはできるか
こういう問題を扱う時にCO2はどこがど

のくらい排出しているかとか、どこがどの

くらい吸収しているかとか、エネルギーは

どこでいっぱい使っているかとかいう、定

量的なデータをどこで見ればいいか、い

つも悩んでいます 。

それがわからないと指標がなくて、個

人的に少しずつ倹約することはできるん

だけれども、 そんなことやってもあんま

り意味ないのかもしれない。 だから、個

人が努力するためにはもうちょっといろん

な定量的なデータを見られることが必要

ではないかと思うんですけどいかがでし

ょうか。

ホスト注： ブータン指標について

ブータン指標について調査してみると、ブータンにおける最近の若者の生活様

式の変化によって、ブータン指標に対する評価も一枚岩とは言えない状況にな

ってきている、とのことが報道されている。



- 21 -

Hascross 第 14 回ｾﾐﾅｰ 20230222 ｵﾝﾗｲﾝ 談話会文書記録
第１節 地球環境と生物多様性の危機に対して解決の道を探る

ノートン先生
沢山の出版物があります。国連の組

織であるＩＰＣＣなど、科学ジャーナルの

論文、World Climate Programme、米国

のＮＯＡＡ、米国のＮＡＳＡ、国連のＷＭ

Ｏ、 日本のJAMSTEC、いくつものclimat

e center。ほとんどの国が自国のデータ

を持っている。国連の組織のおかげで、

それぞれの国のデータをシェアする国際

的なデータバンクを作っている。だからデ

ータのアクセシビリテイーの問題ではな

い。データはいっぱいです。

ホストからの補足：用語説明
NOAA National Oceanic and Atmospheric Administration

NOAA Global Monitoring Laboratory から大気中ＣＯ２の通年変化など

この分野の多数の基礎データが発信されている

NASA National Aeronautics and Space Administration

WMO World Meteological Organization 国際気象機関（国連の専門機関）

JAMSTEC Japan Egency for Marine-Earth Science and Technology

（日本）海洋研究開発機構

討論者Ｂさん
国別のデータはあちこちでよく見かけ

るのですが、そこの国のどういうとろで使

っているかということをあまり見たことが

ない。

ノートン先生
エネルギーの消費の話ですね。二酸

化炭素はエネルギーセクターから生産さ

れている。けれども農業セクターからも、

いろいろな計算方法が国際的に決まって

いる。温室効果ガスもメタン、二酸化窒

素、フルオロカーボンもそれぞれの生産

量のデータから計算されている。

ＩＰＣＣの下に国際的なデータ収集の方

法が決まっている。みんなが同じ方法を

使っています。ですから、中国の指標とイ

ギリスの指標は同じ方法を使って収集さ

れている。

ホスト
ＢさんはＤＮＡ配列データ、分子生物

学的データをベースに研究してこられま

した。非常によく整備されてきていて、さ

まざま細かい計算が可能となっていま

す。エネルギー、気候変動関係のデータ

はどのように整備されているのですか？

ノートン先生
データの標準化はInternational Harmo

nization of Statistics を基礎としていま

す。これは30年前にヒトの遺伝子配列の

決定のために定めたDNAの場合と同じと

思います。

各機関が同じ基礎の上でデータを収

集し、計算することになっている。プラス

マイナス5～10％の誤差はあるだろうが、

ブラスマイナス100％のエラーはない。

これらの数値の増加は統計の仕方に

よる誤差ではないことを確信しています。

グローバル・カーボン・プロジェクト（Ｇｌｏ

ｂａｌ Ｃａｒｂｏｎ Ｐｒｏｊｅｃｔ，GCP）が毎年、

科学的な総説として世界の二酸化炭素

収支（Global Carbon Budget）を発表して

いる。

ホスト注: ＧＣＰ統計では2022末まで大気中CO2の減少は見られていない。
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討論者Ｂさん 個人的な生活との

関連は?
排出量とかはわかるのですければ

も､我々の個人的な生活に関連するこ

と、我々個人個人が自動車を使うのを止

めたらどうなるか、牛肉を食べるのを止

めたらどうなるか、というのを計算するの

はそれほど簡単ではないと思っていま

す。

ノートン先生
各国での排出量はエネルギーと交通

と農業と産業とに分別されているのです
から、一般の人がどのくらい排出するか
は大体わかる。
今の傾向は石油の燃料を使ってのIC

エンジンから電気モーターを使う方向に
進んでいる。でも一番重要なのは電気は
どのように発電されているかということで
す。

ホストより 次に進めます
ありがとうございました。時間の関係も

ありますので、この討論は一旦ここまで
にして、次の討論者Ｃさんの発言に移り
ます。

ホストより
上記の討論では、ノートン先生が巨視的な視点で、討論者Ａさんならび

にＢさんが微視的視点でお話をしておられるように感じまして、時間の関
係もありますので、一旦ここまで、とさせていただきました。
談話会の後にノートン先生から追加資料を、討論者Ａさんからコメントを

いただきました。またホストから討論者ＡさんならびにＢさんの質問と論点
を念頭において若干調査し、また考察を加えまして本談話会記録の末尾
に第4節補足資料として付記いたしましたので、ご参照ください。

討論者Ｃさん エネルギ－物質と
してのアンモニアについて
私の質問は 今わが国で炭酸ガスを

排出しない燃料として候補として上がっ
てるのがアンモニアと水素についてで
す。水素はもやしても水になるだけです
からいいんですけれども、アンモニアは
燃えるとノックス(NOX)ができます。
で、このアンモニアを船の燃料とか飛

行機の燃料とか発電所の燃料。それか
ら大きい製鉄しているメーカーの大きな
プラントの燃料として考えているようです
けれども、私はアンモニアを使うとやはり
非常に環境に有害な影響があると思って
いるんで、その点の議論を見かけないの
で心配してます。
ノックスは水に溶けると硝酸

(NitricAcid)になります。硝酸は強酸です

から、水の中で100%電離するので、もの
すごく海水を酸性化すると思うんですけ
れども、アンモニアをエネルギー源として

使うというような技術が新しく導入される
時にはあらかじめその悪い影響っていう
のはどのぐらいアセスされるんでしょう
か。
アンモニアなんて昔からある物質なの

で、結果は推測できると思うのですけど
も。アンモニアを燃料として導入すること
について悪い影響についての議論をほと
んど見かけないのでそれを心配していま
す。どうお考えでしょうか。

ノートン先生
アンモニアがエネルギーの運搬に期

待されていることは知っているが詳しいこ
とは調べないと分かりません。

ホスト
ノートン先生、ご質問の方ありがとうござ
いました。ご質問については会議後に回
答いたしますので、ここまでとして次に進
めさせていただきます（回答は第 4 節を
参照くたさい）。


